
資料１

【野菜・果実編】

●これから輸出に取り組もうとしている事業者向け

項目 課題 改善・対応方策 課題の解決策（ノウハウ、各種政策ツール等）

○輸出先国における嗜好やどういった品目
　が売れるのか等のマーケティング情報や
　輸入制度を知りたい。

◇マーケティングや輸入制度等の情報の入
　手
◇輸出促進セミナー等への参加
◇海外見本市等への現地視察

☆JICA、JETRO及び果実基金等の現地情
　報の活用
☆農林水産物貿易円滑化推進事業成果の
　活用
☆活きた輸出情報ネットワーク構築事業
　の活用
　（農水省（地方局を含む）ＨＰ等での
    セミナー開催情報の告知）

○どこの国に何を輸出していいのかわから
　ない。

◇輸出促進セミナー等への参加
◇輸出アドバイザーの派遣

○輸出先国における競合品・競合国の情報
　を知りたい。

◇輸出促進セミナー等への参加 ☆JICA、JETRO及び果実基金等の現地情
　報の活用
☆農林水産物貿易円滑化推進事業成果の
　活用

○ＧＡＰに関する情報を知りたい。 ◇海外見本市等への現地視察 ☆農林水産省ＨＰ等の情報を活用
☆ＮＰＯ法人日本ＧＡＰ協会の情報を活
　用（農場の認証等）
※2007年8月10日
　ＪＧＡＰがＥＵＲＥＰＧＡＰ同等性認
　証を取得

○輸出先国における植物検疫条件を知りた
　い。

◇植物検疫条件の情報の入手 ☆植物防疫所への照会やＨＰ等の情報の
　活用

○輸出先国の植物検疫上問題となる病害虫
　の種類と国内の防除方法がわからない。

◇問題となる病害虫の種類及び防除方法の
　情報の入手
◇防除技術の改善

☆都道府県防除所又は植物防疫所への照
　会やＨＰ等の情報の活用

○輸出先国における使用可能な農薬の種類
　や残留農薬基準の有無が分からない。

◇農薬に係る基準・規制等の情報の入手 ☆農林水産物貿易円滑化推進事業成果の
　活用

○輸出先国の植物検疫上輸出できない品目
　がある。

◇輸出解禁の要請 ☆産地の要望等を踏まえた対象国への輸
　出解禁の要請

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輸出実行プランのイメージ（素案）
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項目 課題 改善・対応方策 課題の解決策（ノウハウ、各種政策ツール等）

○生産園地や選果こん包施設の登録を受け
　る手続きがわからない。【果実】

◇登録手続きに係る情報の入手 ☆植物防疫所への照会やＨＰ等の情報の
　活用

○生産園地の登録に際し、園地整備（抜
　根、伐採等）にかかる負担が心配。
　【果実】

☆　※果樹関係予算で整理

○輸出先国検疫官による登録生産園地や登
　録選果こん包施設の査察に係る招聘コス
　トが高い（米国向けりんご等）。
　【果実】

◇費用負担の軽減
※各産地の連携による検査官コスト負担の
　軽減

☆農林水産物等輸出促進対策事業の活用

○輸出に係る必要な証明書類の種類や証明
　書の発行手続きがわからない。

◇証明書類の種類及び発行手続きに係る情
　報の入手

○輸送や検疫などに時間がかかり、鮮度保
　持が心配。

◇冷蔵施設の設置
◇効果的な物流技術の実証
◇産地における輸出検査の実施

☆強い農業づくり交付金の活用
　（流通・生産・加工施設の整備）
☆農林水産物等輸出促進対策事業の活用
　（物流技術実証）

○輸出業者がわからない。どう流通させる
　のか仕組みがわからない。

◇輸出業者の紹介
◇流通ルートの把握

○輸入規制などのリスク、また、輸出相手
　のバイヤーの商品クレーム、不払いなど
　のリスクを軽減したい。

◇貿易保険への加入 ☆信用保険・カントリーリスクは（独）
　日本貿易保険による貿易保険の活用

○虫が発見された時のリスク負担を軽減し
　たい。

◇損保保険への加入 ☆荷傷み、植物検疫での虫の発見等の保
　障については、一般の損保会社の損害
　保険等で対応可能（要保険料）

○相手国バイヤー等信頼できるパートナー
　を見つけたい。

◇見本市、輸出促進セミナー等への参加
◇産地ＰＲ等の実施
◇輸出アドバイザーの派遣

☆農林水産物等海外販路創出・拡大事業
　の活用
☆農林水産物等輸出促進対策事業の活用

○リスクなく輸出したい。 ◇産地リスクの少ない輸出ルート、出荷先
　の選定

☆国内市場出荷ルート(卸、仲卸)の活用
☆国内輸出会社ルートの活用
☆日系小売店輸出ルートの活用
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